
 

 

　昭和40年には65歳以上の人1人に対して生産年齢人口（15～

64歳）は10.8人でしたが、平成17年には3.3人にまで低下し、

今後も更に減少が予想されています。 

　一般に総人口に占める65歳以上の高齢者の割合が7％を超え

た社会を「高齢化社会」、14％を超えた社会を「高齢社会」、21

％を超えると「超高齢社会」と呼びます。わが国は平成20年7月

現在、高齢者人口比率が21.9％（総務省「人口推計平成20年7

月確定値」）となっており、すでに超高齢社会を迎えていることに

なります。高齢化の進行により年金や医療・介護など、多くの問題

が表面化しつつあります。 

 

 

　昨今の急激な景気の悪化は中小企業の経営にも大きな影響を

与えており、今後さらに厳しくなっていくことが予想されます。 

　最新の当社独自調査「平成20年 企業経営と生命保険に関する

調査」（調査概要は別掲）によれば、中小企業の社長の報酬月額は

300万円以上とする企業が半数近くに上ります。また、賞与はも

らっていない社長が7割。従業員規模が大きくなるほど、もらって

いる社長の割合は増えますが、それでもほとんどの中小企業の社

長は賞与を得ていないということがいえます。 
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■データ集Chapter7　高齢世代人口と生産年齢人口比率 

■データ集Chapter12　社長の報酬月額 ■データ集Chapter12　社長の賞与の有無（従業員規模別） 

役立つ！  見やすい！  豊富なデータ！   

 

毎年ご好評いただいております当社発行「ライフプラン データ集」。その最新「2009年

度版」がいよいよ発売間近となりました。従来の1,000点以上に上るデータに加え、本年

度は当社オリジナル調査「平成20年 企業経営と生命保険に関する調査」の結果も掲載、

より一層充実した内容となっています。そんな注目の「ライフプラン データ集 2009年度

版」の中から注目データの一部を先取り紹介します！ 
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調 平成17年までは総務省｢国勢調査」、平成27年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成18年12月推計）」

①「65歳以上人口を何人で支えるか」は、15～64歳人口を65歳以上人口で除した値。
②平成27年以降は、出生中位（死亡中位）推計。
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●家計と生活意識 
●日常に潜む危険と経済的保障 
●健康と医療 
●学歴の値段 
●結婚・新生活にかかる費用 
●マイホーム購入資金 
●高齢社会と年金 
●介護の実態と意識 
 

注目の最新データは 
コレだ！ 

先取り！ 当社オリジナル調査ほか 
 

4月上旬 
発売 

ますます進む高齢化、社会保障への影響も 

中小企業の社長の報酬は… 

 

 

　中小企業において社長の果たす責任は計り知れないものがあ

ります。従って社長に対する保障は万全を期す必要があるといえ

ます。 

　実際に、社長の法人契約での生命保険加入金額は1～3億円未

満が半数近くに上ります。年間の払込保険料（平準払い）は「50～

100万円未満」が最も多くなっています。 

■データ集Chapter12　社長の生命保険の年間払込保険料の分布（平準払い） ■データ集Chapter12　社長の生命保険の加入保険金額の分布 
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注 「わからない」を除く。
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社長の生命保険の加入状況 

 

 

　中小企業が抱える経営に関する悩みとしては「有能な人材の不

足」が約8割と群を抜いています。昨今の厳しい経済状況の中で、

中小企業にとって、人材不足が深刻さを増している様子がうかが

えます。 「業績（売上）の伸び悩み」「利幅の減少」「経費の増加」

がそれに続いています。 

■データ集Chapter12　経営に関する悩み 
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調 セールス手帖社保険FPS研究所「平成20年 企業経営と生命保険に関する調査」

①複数回答。
②「わからない」を除く。

当社調査 

最新当社オリジナル調査 
 「平成20年 企業経営と生命保険に 
 関する調査」調査概要 

○実施時期： 

○対　　象： 
 

○標 本 数： 

○主な内容： 

経営に関する悩み 

平成20年4月および7月 

全国の従業員11名～300名の企業の経営
者および役員 

336名（4月調査）、310名（7月調査） 

社長の資産保有状況・社長の報酬月額・役
員の報酬月額・社長が加入している保険種
類・役員の生命保険の加入状況・社長の法
人契約の年間払込保険料と加入保険金額
・社長の功績倍率・社長の退職金予定額・
後継者の有無・事業承継における相続税
支払資金の捻出方法　　  など約60データ 

NEW

予約受付中！ 
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